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通信 をご愛読の皆さん,いかがお過 ごしですか ?今年の猛暑は何だ つたのか と思わせる

くらいの天気の移 り変わりに驚 くばか りです。 6回 日のワクチンを打 つてもらいま したが ,

これだけ打 つてもまだ安心できないというコロナの猛威 に閉口するばか りです。それにし

ても早 いもので,あ とニケ月半も経つ と新 しい年を迎えることになるんですねえ。

娘 の 千 琴 校 に 親 が し
‐
て は い

`け
な らヽ こ二 と ?

【中学生の事例】

中学 2年の娘が不登校状態 に陥つています。朝起きられ くな り,朝合はとらず,服装 に

着替えるのにも時間がかかり, 1週間に 3日 は登校 を断念 します。スクールカウンセラー

からは,「不登校です。登校刺激は避 けま しようJと 吉われています。学校 に行けない子

どもに,親が 「学校 に行 け」 と言うのは当た り前のことと思います dii,専門家からそう指

導されて困 つています。 ところで,他にも親が してはいけないことはあるので しようか ?

確かにわが子を登校させようとしても,「 してはいけない」 と言われるのは日ることで

すね。でも,わ が子の問題です。解決のための努力は したいものですね。親が してはいけ

なιヽことはあ りますが, これもケースバイケースなのです。 1点 日は,親の気持ちはよ く

分か りますが,わが子の不登校 を過剰 に不安が り,嘆きグチをこぼす ことです。不登校 の

問題は,そ う簡単には解決できないものです。ついつい 「あなたのこれからが心配。だか

ら・ 0」 とな りがちですが,そ れはわが子に余計な負担をかけることにな ります。

2点 日は,親自身ではな く,子どもだけを変えようとすることです。子 どもが不登校 に

なると,わ が子のマイナス面だけがよ く気づき,それを指摘 しようとします。 これは子 ど

もの閉塞感をさらに悪化させて しまうことにか りかねません。大切なのは,親自身が自分

をふ り返 り,自分を変え適切な対応をすることです。 3点 日は,何も しないで見守ること

だけです。確かに見守 ることは必要ですが,何も しなければそのまま続き,適切な対応を

怠ればさらに悪化するのが不登校 の一般的特徴です。

ただ し,不登校の状況を見ながら働 をかけることが大切です。も し働きかけのタイミン

グがよ く分からないのであれば,ス クールカウンセラーな どの専門家に相談 して下さい。

親の勇気,忍耐力,知恵 を絞 る努力が問題解決 につなが ります。不登校 は長 く続 くと,必
ず二次的な問題が発生 します。長久感情 といつて,長 く休むことに慣 れて しま つてますま

す登校から遠ざかることです。学業面の遅れも心配 になります。 こうな りたιヽという自己

実現の意欲も減退 してきます。不登校が始まつた時 とは明らかに異なる,よ り深刻な問題

です。時間とともに子 どもの内面はいつも変化 し続 けています。 したがつて,見守 つてい

るだけでは解決 しないのです。 そのためには,決 して親だけが抱え込まないことです。 ス

クールカウンセラーを始 め,支援 して くれる人が沢山いることを忘れないで下さい。 (高 )



通信をご愛読の皆さん、通信の送付が遅れて誠に申し訳ありません。通信の裏面は山代表が書いてお

りましたが、体調不良のため書くことができなくなりました。そこで、私の著書『不登校だつていいじゃない

か』(アントレックス社)の内容を順次ご紹介いたします。なお、H月 の定例学習会は、:8日 (土):3時

半より自山市出城公民館で行います。山会長が定例学習会とは別にやっておられた山カフェ(第2土曜)

は、当分の間中止とします。(高 )
:

不登校だからといって無理する必要はないんだよ !

かつて直面したことのない子どもの「不登校」という事態に、多くの親御さんは冷静でいられなくなりま

す。そして、躍起になって原因探しを始め、家族同士で互いに責めあい、家の中は重い空気に包まれます。

そして、それを敏感に感じ取つた子どもは、自分のせいで家族がケンカをしていると自分を責め続けること

になります。子どもはますます。S、さぎ込み、悪循環となります。

こうした事態を家族で乗り越えるために羹要なことは、「発想の転換Jです。自分の子どもに、「みんな

と同じように元気に学校に通ってほしいJと思うことは、ある意味当然かもしれません。ただ、子どもの個性

は一人一人違います。「みんなが通つている学校に行けないなんて、ウチの子はダメな子なんだ!」 と思っ

たのでは、子どもをすべて否定してしまうことになります。

いつも子どもの長所を見続け、短所・欠点については個性だと認めてあげましょう。個性と考えれば無

理やり治す羹要もなくなります。それと同じように、現時点で不登校が続いていたとしても、大切なお子さ

んは、今は自分の部屋に閉じこもりっばなしかもしれませんが、「とりあえず元気で生きている!現時点で

は、それでよし!J「不登校だつていいじゃないか!」 など、発想の転換をぜひお勧めします。

子どもの不登校について、「今、急いで無理やり治す必要はないんだJ、 一度そんな考え方に変えてみ

ませんか。そして、「不登校だからといって、無理に治さなくていいんだよ。一緒に考えていこうね」と言って

あげて下さい。いつか自立の道をしっかり歩き始められるように応援してあげましょう。


